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近年ラジオイムノアッセイや免疫組織化学的手法により サブスタンス p (SP) ロイシンエンケフ






を指標として用いた。実験動物として，体重約 100 グラムのウイスター系雄性ラット 12匹を用いた。ザ
ンボニ液で経心臓的に濯流固定後 前庭神経核群を含む下位脳幹部を取り出し 1 乃至 2 日間同液にて
後固定し，次に30%庶糖含有燐酸緩衝液で洗浄後，凍結切片を作製し，免疫組織化学反応を施工した。
SP, LE, GADの証明には， Coons らの間接蛍光抗体法を用いた。なお，半数の動物には固定24時間前に



































本研究は，ラット前庭神経核各亜核における，ガンマアミノ酪酸 (GABA)，サブスタンス P (SP) 
及び，ロイシンエンケファリン (LE) の詳細な分布が，初めて免疫組織化学的に検討されたものである。
その結果，前庭神経核は， GABA, SP, LEを豊富に含むが，その分布密度，分布パターンは各亜核lとよ
り，又，乙れらの生理活性物質lとより，異なる事を明らかにした。前庭神経機能における上記物質の統
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御機構の重要さが確かめられた。
よって，本論文は学位論文として価値あるものと考える。
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